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琵琶湖の位置(水色の部分)

Globally Important Agricultural Heritage Systems

琵琶湖周辺には、ニゴロブナなどの湖魚が、産卵のために琵琶湖から遡上する水田があります。こうした
水田は「魚のゆりかご水田」と呼ばれ、卵から孵化した稚魚に安全で安心な成育環境を提供してきています。

こうした湖辺の水田やヨシ帯に向かう湖魚の生態、琵琶湖の水流などを巧みに利用しながら発展し、人々
に湖の幸をもたらしてきているのが「エリ漁」です。「エリ漁」は、伝統的な「待ちの漁法」の代表格で、水産
資源の保全に配慮する社会的な仕組みとともに、現代に受け継がれてきています。

また、多様な主体による水源林の保全や、琵琶湖の環境に配慮した農業など、水質や生態系を守る人々
の取組、森・里(水田)・湖のつながりは、世界的に貴重なものです。

伝統的な知識を受け継ぐ、こうした「琵琶湖と共生する農林水産業」は、千年以上の歴史を有するもので、
「森・里・湖に育まれる漁業と農業が織りなす『琵琶湖システム』」として、2019年2月に「日本農業遺産」に
認定され、２０２２年７月に国連食糧農業機関（FAO）から「世界農業遺産」に認定されました。



日本農業遺産認定による効果

琵琶湖システムによるSDGs達成への貢献

新規就農者数 (H29～R3累計)513名

新規漁業就業者数 (H29～R3累計)16名

魚のゆりかご水田など「豊かな生きものを育む
水田」の取組組織数 (H29)39組織→(R3)47組織

オーガニック農業取組面積(水稲:有機JASほ場)
(H29)131ha→(R2)269ha

琵琶湖森林づくりパートナー協定(企業の森)締結数
(H29)23組織→(R3)27組織

次世代への継承水質と生態系の保全

関連産品の
ブランド価値向上

世界との連携
消費者の理解向上

琵琶湖から水田にやってくる湖魚を狙う鳥たち 小学校での「琵琶湖システム」学習

ロゴマークによる関連産品のPR

「琵琶湖システム」について
海外の研究者、行政官等と意見･情報交換 「日本農業遺産」認定を活用したPR

地域住民の参画

消費者も参画する申請協議会
（「世界農業遺産」認定記念報告会）

公式ホームページ


